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2026 年 10 月 3 日（土）～4 日（日） 松山大学（名古屋市） 

全国大会のテーマ「選択と意思決定から考える経済教育」 

近年、学校教育の各段階において評価や進路に関わる仕組みが多様化し、学習者や家庭がどのよ

うに学習や進路を選択するのかが重要な課題となっている。大学への接続やキャリア形成に至るま

で、教育に関わる意思決定は、情報の理解や将来の見通し、資源の使い方などとも関係している。

こうした問題は、経済の見方・考え方を通して考えることができるテーマでもある。 

本大会では、学習や進路に関わる評価・選択・意思決定の問題を手がかりに、それらを経済教育の

中でどのように扱うことができるのかを検討する。学校教育段階における学習評価や進路指導に加

え、消費生活やキャリア形成、生活設計（ライフデザイン）に関わる意思決定なども視野に入れ、

授業実践、教材開発、カリキュラム研究、高大接続の課題など幅広い観点から研究交流を行う。経

済教育研究の新たな展開を議論する機会としたい。 

第 42 回全国大会実行委員会委員長 井草 剛 
 

シンポジウムに関しては会員以外の方もご参加頂けます。（無料） 

 

第 1 日目 10 月 3 日（土）：全体会・講演・懇親会 

時間 内容 

10:30–12:00 理事会 

12:15– 受付開始 

12:45–12:50 開会宣言 

12:50–12:55 会場校挨拶 

12:55–13:00 会長挨拶・大会趣旨説明 

13:00–14:50 
講演 第 1 部 斉藤数弘先生 

講演 90 分＋質疑応答 20 分 

                    2026. Jul. No.45 



14:50–15:00 休憩・会場転換 

15:00–16:50 
講演 第 2 部 大竹文雄先生 

講演 90 分＋質疑応答 20 分 

16:50–17:00 休憩 

17:00–17:40 総会 

17:40–18:00 第 1 日閉会・翌日案内・懇親会移動案内 

18:00–18:30 移動 

18:30– 懇親会 割烹矢野 

※大竹先生には、午後に松山へ到着後、15 時からご講演いただき、その後懇親会へご参加いただく流れを予定していま

す。 

※講演が予定より早く終了した場合は、休憩または移動準備の時間に充てます。 

 

第 2 日目 10 月 4 日（日）：分科会・総会・理事会 

時間 内容 

9:00– 受付開始 

9:30–12:00 分科会報告 午前の部 

12:00–13:00 昼食・理事会 

13:00–15:30 分科会報告 午後の部 

15:30–15:40 大会閉会・事務連絡 

※学会賞表彰式は隔年開催のため、本大会では実施しません。次回は 2027 年度大会での開催を予定しています。 

※分科会の時間帯および終了時刻は、発表申込数に応じて変更となる場合があります。 

分科会報告の募集 

本大会では、経済教育に関する内容に限り、研究報告・実践報告・教材開発報告等を広く募集します。大会テー

マに関わる報告に加え、経済教育、金融教育、消費者教育、キャリア形成、生活設計、高大接続、学習評価、進路

指導、授業実践、教材開発、カリキュラム研究などに関する報告を歓迎します。 

発表形式 分科会報告（対面開催を基本とします） 

発表時間 1 報告 30 分程度を基本とします（発表・質疑を含む）。 

申込方法 所定の申込方法によりお申し込みください。詳細は学会 HP・メルマガ等で案内します。 

申込締切 2026 年 7 月 25 日（土） 

要旨提出 〔確定後記入〕 

※分科会の編成は、発表申込数および報告内容を踏まえて大会実行委員会で調整します。 



 

参加申込・懇親会 

大会参加 参加申込方法・参加費等は、学会 HP・メルマガ・郵送案内等でお知らせします。 

懇親会 10 月 3 日（土）18 時 00 分より、割烹矢野にて開催します。 

懇親会費 未定 

 

会費納入案内・郵送案内について 

本年度の会費納入案内および大会案内の郵送時期については、発送スケジュールが確定次第、学会 HP およびメ

ルマガでお知らせします。郵送時期に応じて、分科会報告の申込期間を十分に確保できるよう調整します。 

 

問い合わせ先 

大会実行委員会 日本経済教育学会 2026 年度全国大会実行委員会（松山大学大会） 

担当 井草 剛（松山大学） 

E-mail gigusa@g.matsuyama-u.ac.jp 

 

学生発表賞（新設） 

本大会では、学生による経済教育研究の発表を奨励するため、初めての試みとして「学生発表賞」を設けます。 

対象者 本学会所属の大学院生・学部生（個人またはグループ） 

対象内容 経済教育に関する内容の研究発表に限ります。 

応募締切 
2026 年 7 月 25 日（土） 
※分科会報告の申込時に応募希望を明記してください。 

表彰 
応募状況に応じ、大学院生の部・学部生の部を設け、それぞれ 1 名（1 グループ）を表彰

します。 
※該当者なしの場合があります。 



審査項目 
①研究方法の適切性 ②研究成果の社会的有用性 ③プレゼンテーションの明瞭さ 
※スライド・配布資料の適切性を含みます。 

結果発表等 
審査対象発表の終了後に審査結果を発表します。分科会発表終了時となる場合がありま

す。 
名前入り賞状の授与は後日とします。 

※本案内の内容は、今後の準備状況により一部変更となる場合があります。最新情報は学会 HP・メルマガ等をご確認ください。 

 
 

 

 

 

 

春季研究集会実施報告

日本経済教育学会は、2026 年 3 月 14 日（土）、実践女子大学渋谷キャンパスにおいて春季研究集

会を開催いたしました。当日は会員および関係者 22名が参加し、盛会のうちに終了いたしました。 

 

当日は、2つの分科会に分かれて計 7件の研究報告が行われ、各会場では活発な質疑応答と意見交

換がなされました。 

 

【分科会 1】（401 教室）司会：初澤敏生（福島大学） 

・小川健（専修大学）「積分形のホテリングの補題の経済数学での教育活用」 

・横田数弘（富山高等専門学校一般教養科）「高等専門学校一般科目における産業経済教育につい

て：本科『現代産業論』と専攻科『現代産業特論』の現状と課題」 

・金子幹夫（明治大学）「経済教育と『汎用的生活基盤教育』の構造的関連に関する一考察」 

・初澤敏生（福島大学）「福島大学学芸学部附属中学校における『初期社会科』期の経済教育カリ

キュラム」 

 

【分科会 2】（402 教室）司会：岩田順敬（大阪経済法科大学） 

・森岡千晴・髙橋桂子（実践女子大学）「金融リテラシーの DK回答プロセス：個人特性と授業内態

度に着目した小中高生の分析」 

・今井綺星・髙橋桂子（実践女子大学）「金融リテラシー測定における DK（Don't Know）回答の縦

断的分析：問題文構成と DK選択肢の有無に着目して」 

・李峰・岩田順敬（大阪経済法科大学）「経済系学生のための大学シラバス情報検索支援 AIシステ

ムの開発：軽量化した Agent-RAG システム」 

（注）第 4報告はキャンセル 

 

続いて、久井田会長による講演「探究学習と大学―現状と課題」が行われました。高等学校で必修

化された「総合的な探究の時間」を、大学入試や大学教育にどのように接続していくかという課題

について提起がなされ、参加者間で活発な議論が展開されました。 

 

研究集会終了後には懇親会を開催し、12 名が参加しました。渋谷駅直結の夜景の素敵なスパニッシ

ュレストランにて、和やかな雰囲気の中、交流を深める有意義なひとときとなりました。 

 

  



   

 

      

     
 

【文責：実行委員長 髙橋桂子（実践女子大学）】 
 



 

日本経済教育学会 メールマガジン掲載要領 

 

 

 

本メールマガジンに掲載される記事は、日本経済教育学会（以下、本学会）事務局から会員への 

お知らせのほか、会員からの情報提供を行うことが可能です。掲載を希望される場合は、以下に 

従いメールで事務局(jimukyoku@ecoedu.jp)まで掲載希望記事をお送りください。 

 

 

1. 掲載対象記事の要件 

本メールマガジンの掲載記事は、以下の①、②のいずれかの基準を満たすものとします。 

① 学会の目的に適合すること 

o 経済教育（経済学・経営学・会計学、商業・消費者教育等）に関する調査研究、教育実践、

制度に関する情報を提供するもの。 

o 会員の教育者・研究者としての力量向上や、社会全体の経済的教養水準の向上に寄与する

内容であること。 

② 会員にとって有益な情報を提供すること 

o 研究活動・教育活動に役立つ情報（学術的な論考、教育実践の紹介、研究会・セミナー等

の案内、教育に関する制度・政策情報など）。 

o 就職活動やキャリア形成に有益な情報（学会関連の求人情報、キャリア形成支援イベント

の案内など）。 

 

 

2. 掲載申請の手続き 

① 掲載希望記事の提出 

o 掲載希望日の遅くとも１週間前までに、以下の情報を添えて事務局へ提出すること。 

 記事のタイトル 

 掲載希望日 

 記事本文（500 字以内を推奨） 

 掲載者氏名・所属 

 連絡先（メールアドレス等） 

② 掲載可否の審査 

o 事務局が本基準に照らして内容を確認し、必要に応じて修正を依頼する場合がある。 

o 掲載可否の最終決定は事務局に一任されるものとする。 

 

 

3. その他 

 掲載された記事の著作権は原則として執筆者に帰属するが、学会の広報活動の一環として 

二次利用（学会 Web サイト等への転載）される場合がある。 

 本基準は必要に応じて改訂する。 

 

以上 

 
 
 
 
 

 



＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 
◆日本経済教育学理事会◆ 

 

 

日  時：2026 年 3 月 14 日（土）12:00-13:10 

場  所：実践女子大学渋谷キャンパス 402 

参加状況：対面参加 8名（金子幹夫、岸香おり、

久井田直之、高橋勝也、高橋桂子、土 

居拓務、本田知之、宮下春樹）、オンライン参加 

3 名（飯嶋香織、徳丸夏歌、新里泰孝）、委任状 

12 名であり、合計 23 名と定足数を満たしたため 

理事会は成立した。 

司  会：久井田会長 

書  記：本田理事 

 

1. 報告事項 

1-1. 韓国経済教育学会春の大会について 

上記大会に参加した本田理事より、以下のとお

り報告があった。 

① ソウル市の中央大学校において、2026 年 3月

5～6日に、韓国の経済学系学会（計 57学会）

の合同による「2026 年経済学共同学術大会」

が開催された。 

② そのうち韓国経済教育学会のセッションは

2026 年 3月 5日に開催された。日本経済教育

学会からは、本田理事のほか、水野会員、月

岡会員、林会員（いずれも明治大学）が参加

し、日韓両国のマイスターハイスクール制度

の比較分析について合同発表を行った。 

③ その場において、韓国経済教育学会側から、

日本経済教育学会の 2026 年秋の大会に 10 名

ほどが参加したい旨が示された。 

 

1-2. 学会誌編集委員会からの報告 

 金子理事より以下のとおり報告があった。 

① 金子理事が新たに学会誌編集委員長に就任し

た。 

② 『経済教育』への現在の投稿状況として、論

考が 27 本、投稿論文が 5本集まっている。今

後、論考のチェックと査読を進め、秋の刊行

を目指して作業を進める予定である。 

 

２．審議事項 

2-1. 2026 年度全国大会について 

大会実行委員長の井草事務局長より、以下の事

案が理事会に諮られた（なお、井草事務局長は本

理事会を欠席のため副実行委員長の土居理事が説

明）。 

① 大会日程：全国大会の日程について 10月 3～

4 日とする案が提案され、承認された。なお、

久井田会長より、当初は 9 月末の予定だった

が、韓国経済教育学会の都合（同時期が韓国

のお盆に当たる）により、日程が変更された

旨の補足説明があった。 

② 大会テーマ：「選抜と意思決定から考える経済

教育」という案が提案された。徳丸理事から

は「選抜」という表現に対する違和感が示さ

れたほか、宮下理事等からは、提示されたテ

ーマ案は内包性が低く、より幅広い分野を含

むテーマとすべきではないかとの意見が示さ

れた。そのため、本件については、大会実行

委員に再考を求めることとなり、メールによ

り再審議されることとなった。 

③ 全国大会の発表募集案内のペーパーレス化：

経費節約等の観点から、発表募集案内のペー

パーレス化（オンラインのみで募集する）が

提案され、承認された。 

④ 大会運営に係る補助理事の任命：パク・ドン

ジュ会員及び松本直樹会員を大会運営に係る

補助理事とする旨の提案がされた。しかし、

両名を補助理事とする趣旨や本人の意思、補

助理事の担当範囲や任期等に関する情報が十

分に示されていないとの指摘が、複数の理事

からあった。このため、井草事務局長にこれ

らの点を整理することを要請し、情報が整い

次第、後日メールにより改めて理事会に諮る

こととなった。 

⑤ 次期大会実行委員長の松山大会実行委員会へ

の参加：次期大会の実行委員長が、その前の

大会の実行委員会に加わる慣例があることか

ら、松山大会についても次期大会実行委員長

を実行委員会に加える案が提案された。これ

に対し、複数の理事から、次期大会実行委員

長はまだ決まっておらず、本件は現大会実行
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委員長と次期大会実行委員長の本人同士の間

で協議すべき事項であるとの意見が示された。 

⑥ その他：久井田会長より、松山大会において

学生発表コンテストの実施を大会実行委員会

で検討している旨の紹介があった。 

 

2-2. ワーキングペーパーに関する規約改定と今

後のスケジュールについて 

ワーキングペーパー委員長の飯嶋理事より、ワ

ーキングペーパー（以下、WP）について、本学会

の会則に位置付ける必要があること、また WP 執

筆要項について改正が必要と考えられる点（別添

参照）について説明があった。 

これに対し、土居理事および高橋（勝）理事か

らは、WPの受付自体を停止することも検討すべ

きではないかとの意見が示された。一方、久井田

会長より、すでに 6件の WP が掲載されているこ

とから、本理事会ではまず会則上の位置付けにつ

いてのみ審議を行うべきとの意見が示された。こ

れに従い審議が行われ、WP を会則に位置付ける

ことについては承認された。なお、WP執筆要項

の改正案や WP制度を継続するかどうかについて

は、審議を次回以降に持ち越すこととなった。 

 

2-3. ワーキンググループについて 

 久井田会長より、次回の理事の選挙に合わせて

会長を選出する方法を検討するためのワーキング

チーム（以下、WT）の発足についての説明に続

き、井草事務局長、中里理事、徳丸理事、新里理

事、市野理事の 5名が WTのメンバーとなる旨に

ついて承認された。WTの検討結果は、8月の理事

会において報告される予定である。 

 

以上 

 

2026 年 3月 14 日 

書記 本田知之 

 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 
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メルマガ登録のお願い 
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